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１．はじめに 

DRTは，交通需要の小さい地域において適用可能性
を持つ交通システムとして注目されており，国内でも

導入事例が見られるようになっている．既往の研究に

おいても，DRTはが供するサービスが需要の量や質に
よって変化することから，予約数とサービスレベル，

運行コストの関係からDRTの適応可能性を分析する研
究などが行われている１）． 
しかし，DRT は，需要の小さい地域において需要集
約的に運行するという特性のほかに，ドア･ツー･ドア

性を高め，ST（スベシャル･トランスポート）の代替と
しての可能性も含んでいる．そのため，実際に DRT を
導入するに当たっては，既存交通との関連やサービス

水準に応じた対象者の具体像まで検討する必要がある． 
北海道帯広市では，中心市街地に近い住宅地におけ

る路線バスの採算性の悪化と高齢化による公共交通の

サービス水準の向上に対するニーズの反映させた新し

い運行システムとして DRT に注目し，その適応可能性
の把握を目的として，11 ヶ月にわたる実証実験運行を
行った．実験中および本格運行を含めて，利用者ニー

ズを反映して，３度の運行システムおよびサービス内

容の改善･変更を行っている． 
本研究は，帯広市におけるフレックスバスの実証実

験結果を分析し，低密度需要への適応性と ST の代替性
という２つの機能発揮の視点から，３度のサービス変

化に対する利用者状況，およびアンケート調査の結果

から，中心市街地に近い住宅地における DRT の適応可
能性を明らかにすることを目的とする． 

 
２．フレックスバス導入の狙いと運行システムの変化 
（１）対象エリアの概況 
実証実験運行が行われたエリアは，北海道帯広市の

中心市街地の東側の約８km2のエリアで，約１万世帯， 
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人口約２万人が居住している．当該地区は市内でも古

い住宅地で，比較的高齢者世帯が多いことが特徴で，

住宅地は狭小，道路の整備も遅れており，大型バス車

両は進入しにくい地域である． 
エリア内には，エリア内バス路線が１路線（東８条

線）のほか，広域的幹線路線が２路線（幕別線，あか

しや線），市内路線が２路線（環状線，循環線）の計

５路線が運行している（図１）．東８条線は旧国鉄の

廃止代替路線で，現在 1 時間に 1 本程度の頻度で運行
しているが，採算性の悪化により，運行している民間

バス事業者は廃止の意向を持っている路線である． 
そのため，帯広市は東８条線の代替機能と，高齢者

や障害者の交通ニーズへの対応の可能性を検討するた

めに市を中心にフレックスバスの導入を検討した． 

 

図１ 実験運行エリア
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迂回型のデマンドバスである．次に，それぞれの運行

システムの利用状況や利用者のニーズを整理する． 
表１ 運行システムの特徴と変更のポイント 

期 間 運行方法 便数 
バス

停数 
運賃 

第１期 定時定路線バス 26便 12 
距離制 

(平均 170円)
第２期 

2003.11～ 
フレックスバス 16便 109 

均一制 
200円 

第３期 
2004.5～ 

フレックスバス

＋一部定路線 
18便 163 

均一制 
200円 

第４期 
2004.12～ 

迂回型 
デマンドバス 

18便 
55 
（4） 

均一制 
200円 

注１： 第２期，第３期においてもフレックスバスと平行して定時定路
線のバスは運行を行っている． 
注 2：バス停の（）は，バス停総数の内，デマンド用バス停数 
 

３．フレックスバスの運行方法の改善と利用状況 
（１）フレックスバスの運行方法と改善内容 
フレックスバス（愛称「フレ愛りんりんバス」）は，

２台の小型バス（ノンステップ，車椅子用スロープ付

き，ベンチシート有）が予約のあったバス停を結んで

運行するDRTで，運行経路は予約受付システムによっ
て最適経路が検索される．運行ダイヤは起点からの出

発時間のみ決まっており，概ね 30～45 分で終点に到着
するように組まれている２）． 
フレックスバスは，ドライバーや予約センターに寄

せられる意見や車載したアンケート票，２月に実施し

た住民アンケート調査結果を踏まえて，随時運行の改

善を図った３）． 
運行改善のポイントは大きく 4 点である（表２）．
ひとつは予約締切時間の短縮で，２月に出発時間の 45
分前から 30 分前に短縮，1 便目の予約も当日受付を可
能にした．ふたつ目は増便で，２月と５月にそれぞれ

実施した．３つ目はバス停の増設で，住民や町内会か

らの要望を受け付け，５月に 109 箇所から 163 箇所に
増設した．4 つ目は予約なしで乗られるバス停の設定で，
５月から実施した．予約なしで利用できるバス停を設

けたことによって，始発に近いバス停は定時定路線運 
表２ 運行システムの特徴と変更のポイント 

期 間 概 要 
第１期 【定時定路線バス】 
第２期 

2003.11 
～2004.4 

【フレックスバス】 
･予約締切時間の短縮 
･ダイヤ変更と増便（7往復→8往復） 

第３期 
2004.5 
～2004.9 

【フレックスバス＋一部定路線運行】 
･起終点周辺は予約なしで乗降可能に 
･バス停の増設（109→163） 
･南エリアは増便（8便→10便） 

第４期 
2004.12
～ 

【迂回型のデマンドバス】 
･定時定路線運行へ 
･乗車デマンド区間，降車デマンド区間を設置 

行を行なった． 

（２）利用状況 ～運行データの分析～ 
 フレックスバスの登録者は最終的に 1,035 名，延利用
者数は 12,104 人に上った．1 便あたりの利用者数は，
第 1 期は 1.05 人，第２期は 1.16 人と利用者数は増えて
いる（図２）．第 1期には，1ヶ月間の無料期間と 2月
に無料おためし券を配布しており，これら除くと平均

0.95 人となり，利用者数は増加している．予約なしの
利用者によって３割増となっているが，予約ありの利

用者も増加している．当該地域において，路線バスの

利用者は通常，積雪期（11～3 月）に対して無雪期（4
～10 月頃）は 3 割減になるということから，公共交通
としては珍しく利用者が増加傾向を辿ったといえる． 
利用者の年齢は，登録者は 60 代以上が 5 割を占める
のに対して，利用者は 50 代，60 代の利用が多い（図
３）．これは，50 代が通勤に利用していることに起因
するが，運行に伴って 50代の利用が減って，60代の利
用が増えており，実験運行最終月の 9 月には 60 代以上
が 6割に達していることから，高齢者を中心に利用が 
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図２ 利用者数の推移 
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図３ 登録者と延べ利用者の年齢構成 
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図４ 利用者の年齢構成の推移 

 



 

広まり，また定着していったといえる（図4）． 
 
４．フレックスバスの評価 
（１）登録者アンケート調査 
 実証実験運行期間が９月に終了するのを受けて，フ

レックスバスに対する意向や，本格運行に向けた公共

交通のあり方に対するニーズを把握する目的で，フレ

ックスバスの登録者に対して郵送配布回収型のアンケ

ート調査を９月に実施した．回答は配布数の 40.9％に
達する 419票が得られた． 
 アンケートの結果，フレックスバスの便利な点とし

ては，「バス停が自宅近くにある」を第 1 位にあげる
人が最も多く，利用に当たって最も重視されたサービ

ス項目であった（図５）．また，年齢が高くなるほど，

｢バス停が自宅の近くにある｣ことを便利だと感じる割

合が高くなる傾向がみられた． 
不便な点としては，「予約をする必要がある」をあ

げた人が最も多く，次いで「便数が少ない，利用した

い時間に便が無い」「到着時間が変わる」をあげた人

が多い（図５）．また，予約に対する抵抗は年齢が高

いほど大きく，若い人ほど「便数が少ない，利用した

い時間に便が無い」ことが障害と感じる結果となった． 
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図５ 便利な点（上位３つ選択） 
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（２）停車バス停数と輸送時間の関係 
 フレックスバスの不便な点としても挙げられてい

るが，DRTの特性として予約数に応じて輸送時間が変
動し，それが障害になることがある．そのため，フレ

ックスバス運行中に予約数に対してどのくらい輸送時

間が延びるのか，実際の輸送時間を計測した（表３）
４）．２期は予約がなくても運行をする区間を設けたが，

平均の輸送時間は２分伸びている．１便ずつみると，

２期には停車バス停数が６ヶ所を超える便もあり，そ

の時の輸送時間は 30 分近くかかっている．既存の路線
バスを利用した場合には約 10 分程度で行けることから，
利用者側の心理として概ね 30 分かかると不便に感じる．
そのため，フレックスバスでは便数を確保するために

もドライバーの準備時間も含めて 30～45 分折り返しの
ダイヤを組んでいる．調査の結果，停車するバス停数

が７ヶ所以上の場合 30 分近い時間がかかった．利用者
にすると概ね５人以上で利便性が下がる状況となるこ

とが分かった．さらに定路線区間を設けた２期の場合

は，停車するバス停数が４ヶ所の場合にも 20 分を超え
ており，全体的に輸送時間が延びる結果となっている． 
表３ 1便あたりの乗客数，バス停数，輸送時間 

 乗客数 停車バス停数 輸送時間 
１期 1.9 4.5 0:16 

２期 2.1 4.7 0:18 
注１： １期は 3/24,25，2期は 5/13,14，9/28,29を調査日とした． 
注 2：停車バス停数には起終点を含む． 
注３：乗客が０人のときのデータは除く． 
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図７ 停車バス停数と輸送時間（上:1期，下:２期） 

注：南エリアのみ 
（３）既存の路線バス（東８条線）への影響 
フレックスバス運行中も既存の路線バスは通常の運

行を続けており，実験前と実験中のエリア内路線バス

（東８条線）の乗客数は，無雪期（4～10 月），積雪期

 



 

（11～3 月）ともに大きな変化はみられなかった（図
８）．また，フレックスバスの利用実態およびアンケ

ート調査結果から，路線バスが便利なところでは路線

バスが選択されていた．このことから，フレックスバ

スはバス路線が遠い人と，ドア･ツー･ドアサービスを

望む高齢者を中心に，新しい需要の掘り起しが行われ

たといえる． 
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図８ 路線バス（東８条線）の１日乗客数 

（４）フレックスバスの特性と評価 
これらの実証実験運行の結果から，フレックスバス

のサービスの特性として４つの点に整理される． 
ひとつ目は，アンケート調査結果と予約なし利用が

多かったことから，予約や確認電話に対する抵抗があ

ること．２つ目は到着時間が定時ではないことによっ

て，通勤や通学などの目的では利用しにくいこと．３

つ目は，フレックスバスは利用者が多いと利便性が下

がること．４つ目は，それと関連して利用者当たりの

運行コストの削減には限界があり，大量輸送型の交通

ではないことである． 
 
５．迂回型デマンドバスの運行概要と利用状況 
フレックスバスは，東８条線の代替機能と高齢者や

障害者の交通ニーズへの対応が期待されたが，DRT の
特性から東８条線の代替には限界があること，高齢者

や障害者のニーズに対応した交通システムとしては費

用がかかりすぎ，公共交通としてだけでなく福祉的な

役割も兼ねたサービスとして全市的な取り組みとして

再度検討する必要があることが明らかとなった． 
そのため，本格運行の運行システムとしては定時定

路線バスのサービス向上型として迂回型デマンドバス

が選択された．運行システムの検討に当たっては，フ

レックスバスで一定以上の利用のあったバス停を抽出

し，それらを結ぶ路線を描いてバス停を設定し，新路

線を設定した．迂回部分については，バス会社と協議

の上，3箇所までとされた． 
 利用状況は，従来の路線バスより１便あたりの利用

者数は増え，運行開始後も増加している（図９）． 
運行コストについても，系統キロが伸びたためコス

ト全体は増加しているが，利用者が増えたことにより，

定時定路線バスより１人当たりのコストは減少する結

果となった（表４）． 

3.2

3.9
4.3

4.8
5.2

5.8
6.3 6.6

2.3
2.8 2.6

3.8

2.8

3.7 3.7 3.5

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

12月 1月 2月 3月 12月 1月 2月 3月

1便
当
た
り
乗
客
数
（
人
/
便
） 平日 休日

往路　（駅→光南） 復路　（光南→駅）

 
図９ 迂回型デマンドバスの利用者数の推移 

表４ 運行システム別の利用状況と運行コスト 

運行システム 
1日平均利用者数 

（１便平均） 

１日当たりの運行コスト

（１人当たりコスト） 

定時定路線バス 113.2 人（4.7 人） 
16,740 円/日  

（265 円/人） 

フレックスバス 20.4 人（1.0 人） 
57,121 円/日 

（1,575 円/人） 

迂回型 

デマンドバス 
103.6 人（5.7 人） 

19,796 円/日 

（253 円/人） 

資料：帯広市資料より 
注１：「フレ愛りんりんバス」の利用実績については南エリアのみ 
注２：新・東８条線の利用者数は３月の平均 
 

６．まとめ 
帯広市では，定時定路線バスの代替機能と高齢者や

障害者の交通ニーズへの対応を期待してフレックスバ

スの導入が試みられたが，当該地域は交通需要量が比

較的多く，運行の定時性を確保した交通手段に対する

ニーズもあり，それらの需要に対して量的にも質的に

もフレックスバスでは対応できないことから，運行シ

ステムはフレックスから定時運行へと改善が行われる

結果となった． 
当該地域においては，フレックスバスは路線バスを

代替する主たる公共交通として機能しにくいことが明

らかとなったが，フレックスバスが新しい需要を掘り

起こしたことから，当該地域においてドア･ツー･ドア

性の向上を求める人をターゲットとし，福祉的サービ

スを兼ねたサービスとして機能し得る． 
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